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平成２６年を迎え、間もなく震災から３年という節目を迎えようとしています。
そのなかで故郷を離れ、未だに避難生活を余儀なくされている皆様のご労苦は計り知れないも
のと察しております。
私たち双葉消防本部は、職員の確保・活動拠点の見直しを行うなど、更なる消防体制の強化を
図り、双葉郡と皆様の安心安全のため業務に邁進しているところです。
3月とはいえ、まだまだ寒い日が続くと思いますので、お身体にお気をつけて健やかにお過
ごしできますよう、職員一同心よりお祈りしております。

現在、全国各地で火災が多発し、残念なことに多くの尊い生命が奪われ

ています。
なかには、ちょっとした不注意による火災も起きてしまっていることか
ら、この機会にもう一度、家庭内の火災の原因となるものを取り除き、

家族全員が安心して安全に生活できるように心がけましょう。
火災は日頃から注意することで未然に防ぐことができます。

春季全国火災予防運動期間：平成26年3月1日～3月7日

死者が発生した住宅火災の原因

で最も多いのは、タバコです。

◎布団で寝タバコは絶対にし
ない。

◎灰皿は消火を確認して定期

的に捨てる。

調理器具で調理中に火災が多発

しています。

◎ガスこんろ等を使用中は、
その場を離れない。

◎着衣への着火に
注意する。

ストーブ等と可燃物が接触して

出火する。

◎ストーブの周りに燃えるも
のを置かない。

◎ストーブの上に

洗濯物を干さない。

小学校・中学校の頃、避難訓練で消火器の取扱い訓練をしたと思います。

今でも覚えていますか？ この機会に、もう一度確認してみてください。

初期消火の限界は、一般的に「天井に火が
届くまで」と言われています。
初期消火ができなかったら、無理をしないで
すぐに避難して下さい。
大きな声を出し周りに火災を知らせましょう。
助けを呼ぶことも重要な事です。

①黄色の安全
ピンを上に
引き抜く

②ノズルを燃
えている物
に向ける

③消火器のレ
バーを上下
に強く握る

消火の際は、まず自分の安全を確保
して無理をしないようにしましょう。

消すまでは 心の警報 ONのまま



平成25年4月に採用され、浪江消防署に配属された4名の職員を紹介します。

富岡消防署にも同じく4名の職員が配属され頑張っています！

顔 写 真

消防士となり1年が経過
しようとしています。知識、
技術共に未熟な部分が
あるので、基本を疎かに
せず精進していきます。

最近は仕事に慣れてきま
した。4月には後輩がで
き、自分の立場も変わる
ので、多くの知識が身に
つくよう努力していきます。

顔 写 真

消防士となって身につけ
た知識、技術を活かして
双葉郡の皆さんのために
誇りを持って全力で頑張
っていきます。

全ての面で先輩方の技
術を吸収し、自ら学び先
輩に追いついて、一日で
も早く地域のために貢献
できるよう頑張ります。

浪江消防署臨時庁舎の移転について
現在まで浪江消防署は、浪江町役場北側労働組合事務所に臨時に
事務所を設け、業務を行っておりましたが、この度３月1日から
浪江町役場敷地内、サンシャイン浪江に移転し引き続き業務を行
います。

(新)浪江消防署臨時庁舎(サンシャイン浪江）

浪江町大字幾世橋字芋頭5-2

℡0240-34-7360 ※緊急時には１１９番へ通報下さい。

家族の身体の事や服用薬をご存知ですか？

加藤浩亨 松本貴樹 松本直也 武内智洋

浪江町役場
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１．持病など（既往症）

２．かかりつけの病院

３．服用薬（お薬手帳）

◇現在かかっている病気や、過去にかかった事のある
病気についてお伝え下さい。
（例）高血圧・糖尿病・手術歴（○年前）・等。

◇かかっている病気の名称・担当医師名を
お伝え下さい。
（例）「福島◯◯病院、内科の△△先生が担当医師です」等。

◇普段飲んでいる薬や、具合が悪くなったときに服用したかどうかお伝え下さい。
また、薬を飲んでいる方の多くは「お薬手帳」を持っています。参考にして下さい。
（例）「高血圧症のため血圧を下げる薬を飲んでいます。」等。

万が一、家族の具合が悪くなり救急車を呼んだ場合、救急隊が患者さんの状態観察や

処置、病院の手配のために、ご家族や関係者にお聞きする事が多々あります。

医療機関へ適切な情報を伝えることが非常に重要です。

「持病」や「かかりつけの病院」、「服用薬(お薬手帳)」など迅速で効果の高い救急活

動のため情報提供にご協力下さい。

緊急の時（呼びかけても反応がない・何かおかしい）

と感じたら迷わず を


